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Abstract

Modernization of civil engineering techniques began during the industrial revolution.

At the beginning of this modernization in Great Britain, one of the famous men had

achieved great works. His name is Thomas Telford. He had亡onstructed many bridges, roads,

canals and harbours. Likewise, he was elected the first President of the Institution of

Civil Engineers in Great Britain,

Although his name is familiar to Japanese Civil Engineers, his works, however, are not.

So, this study researches on his works, and considers how he introduced new civil

engineering techniques. Likewise, this study researches on the paper titles that garnered

Telford Medals and Premium. These prizes, proposed by Telford, are the highest award

offered to outstanding papers in the Institution of Civil Engineers until today― Using

this paper title list, this study is also aimed at tracing the development of modern

civil engineering techniques in Great Britain―

【キ―ワIr :トーマス*テルフォード､テルフォード葺､英国近代土木技術】

1.はじめに

日本の土木技術の近代化は､明治政府雇いの外国

人技師達の指導によって始まった｡この時､燈台､

鉄道､電信などの近代土木技術の導入の申JL､となっ

た国は､イギリスであった｡西欧の土木技術の近代

化は18世紀末のイギリス産業革命に始まったわけで､

約100年の間に培われた英国近代土木技術が明治初

頭の日本-伝えられたといえる｡

この英国土木技術の近代化の初頭に活躍した人物

がト―マス―テルフオ―ドであったo彼は英国土木

学会の初代会長となった人物として有名である｡し

かL､その事績は日本で余り明らかにきれていない｡

本研究では､この土木技術の近代化の初頭で活躍

したトーマス･テルフォードの事績を調査し､年表

にまとめたoその結果から､彼が果たした土木技術

の近代化への役割について考案を行った｡

また､テルフオ―ドの寄付金によって英国土木学

会にはテルフォード賞という論文賞が設けられた｡

その授賞看で日本の土木に直接関与した人物には､

明治初期の日本の燈台建設で活躍したお雇英国人技

師プラントン(R･臥Brunton)と､琵琶湖疎水を実現

した田辺朔郎がいる｡

そにで､本研究は彼らが近代土木技術の変遷の中

で､どの時代に活躍したのかを評価するためにも､

テルフオ―ド賞の歴代授賞者と授賞論文名を調査し､

そこに見いだきれる近代土木技術の変遷を考案した｡

本研究は､以上の調査結果を通して､今後､英国

土木史を明らかにしていくための第一歩になること

を目的としている｡

2―ト―マス―テルフォードの事績

本研究では､テルフォ―ドの事績について､ L.T―

C―Rolt著､ ｢THOMAS TELFORD―The acclaimed biog-

raphy of the father of civil engineering'-J
I



(Penguin Books Ltd.1958.)を参照した｡また,永

井厚訳･著､ ｢自伝トマス･テル7I-rの生涯-AⅣAUTO-

BIOGRAPIIY LIFE OF THOMAS TELFORD-｣( (秩)ニチマ､

1985.)も参照したo前書は著者Roltの調査によるテ

ルフォードの活動全体が明らかにされている｡しか

し,技術的側面に関する記述はあまり詳しくない｡

後書はテルフォードの自伝を翻訳した著作であり､

彼自身による職歴の回想と技術的側面が述べられて

いる｡特に同書には多数の設計図面が掲載されてお

り､計画内容を知る事ができる｡

本研究では､これらの文献に従ってテルフォード

の事績を年表にまとめた(年表-1､ 2) ｡この年

表事項は､テルフォードの生活面､建築､橋梁､鉄

道､築港､運河､道路などに及んでいる｡中でも､

運河と道路建設関連の事項が多いo

この年表と参考文献を基に､彼が土木技術の近代

化に果たした役割について明らかにする｡

(1)テルフォードの生涯

まず､テルフォードの生涯を簡単に概観し､どの

様な土木分野で活動したのかを把捉する｡

テルフォードは､スコットランドのDumfries地方

の東部にあるエスクデ-ルで1757年8月9日に誕生

した｡父は羊牧場の牧夫であったが､テルフォード

が誕生した同年11月に33才で他界した｡よって､少

年時代のテルフォードは､母､ Janet Telfordとの

2人暮らしが続いた｡この少年時代に,テルフォー

ドはWesterkirkの教会学校で初等教育を受けた｡

学校を卒業した後､ 15才からテルフォードの石工

としての職歴が始まる｡この石工職人時代に,彼は

多くのイギリス文学に触れることができた｡この経

験が､彼の生涯の趣味となる作詞の才能を芽生えさ

せることとなった｡

テルフォードの石工の見習いは22才で終了し､

1780年からエディンバラで建築の分野で働いた｡し

かし､彼は､生まれ故郷では自分の才能を実地に移

す機会が少ないとみて､ 1782年からロンドンへ出て､

建築に従事した｡

彼自らが計画施工した最初の土木事業は1792年の

Montford道路橋(Montfordの小村de novoにおける)

の建設であった｡その翌年には､エルスメヤー運河

会社の技術者兼建築家として総代理人となる｡これ

が､テルフォードの運河建設への最初の関わりであ

り､その後この分野で大きな足跡を残すこととなっ

た｡

1800年代に入ると､テルフォードは道路の路線計

画や舗装など､道路建設全体を計画するようになる｡

この全体計画の中で数々の橋が架けられた｡

また､テルフォードは築港(ドック建設を含む)1'

や鉄道の分野でも活躍した｡

この他､テルフォードの事績で興味をひくものと

して､ 1796年のParkerセメントの実験と､このセメ

ントが港の突堤と防波堤に適合するかどうかの判定

がある｡テルフォードは､ 18世紀末のセメント技術

にも関与していたのである｡

テルフォードは以上のような土木の分野で長年に

わたって活躍したのであるが,その名声は1805年の

段階(48歳)で最高潮となったo

また､ 1818年の初頭には､テルフォードに指導を

受けた当時の若い技術者たちと､これに関連する機

械技術や建築に関する人たちとの会合が行われるよ

うになった｡これまで､土木技術に関する正式な教

育機関がなく､土木に携わる人々は職人という身分

であった｡このため､土木技術者としての専門性と

身分向上のためにも､技術や情報を交換することが

できる学会が必要となってきた2'.この集まりが英

図-1英国においてテルフォードが関与した

代表的土木事業の位置(作成:知野)
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年表-1トーマス.テルフォ-ド年表(175ト1823年) 〔凡例:事項の発生月日を､文辞で(月/日)のように示した｡日が不明な場合は[-]とした｡ 〕

年 I;L三■ 辛 _'≡l王
辛 事項

1757 8/9MeggetYaterにおいてテルフォ-T{誕生 Ed 春､Longdon村付近のTern川に世界初の鉄製水路構 181(I yeaverMavigationの受託者となる

1l/-父,JohnTelford没､享年33才 を建設 Glas由yとBervick間125マイルの鉄道指捜を個人的
Ⅰ758 5′-母JanctTelf○rdは､トーマスを連れて 6/25PontCysy11te水路楕の構Jgの最初の礎石が設 に調査する

Glendinnin由､ら1マイル煎れたMegget村 設置される､エ事はしtfらく中断 テルフォーFヘShreysburyとhlyhead間C)郵便托調
のCr○○ksヘ転居 6/26PontCysyllte水路梼の設計を修正する珠美が 塞が依頼される.この時.披はHolytlead道良計育で

不明 Yesterkirkの歌会字校ヘ通う Jessopから手紙で送られて来る でRennieの設計した2つの銭遠鉄括建設を考Lてい
不明 テルフォ-ド､Yesterkirk教会の壁面にJ&LeS 1l′-Derbyにて.農業よりも商業や製作の方に興味 た(Sy‖lyuRockslteとPlg島間､実行されず)

pasleyofClraigの記念坂を没‡ をもつてきたことを記す ナポレオンの陸軍元帥の1人Bernadotteカースウェ-

(テルフォー若いときの事鎌) Yirra】Lainが開講 テンの槙治者となる､披はyonPlatenのナ-フtR問
≡

不明 学校卒粟の後.LochJtabenの石エヘ年季奉公ヘ出る テルフォーT<.EllesLere運河のYirra1扱の水を であつたので､その後のGotha運河建設が苓易に進

しかし､冷遇さ九たため2､3カ月でCrooksヘ戻る chestcr付近から供始するためにBoulton&Yatt
エンi}ンを使用に九によりYattと知人となる)

tJ即､運河会社が設証された
1811 5/-テルフォ-ドの報告書が寛戊し､こ九に基づ不明 TboL8SJ4Cksonの招介により.Lar)gholJ[(EskdaJc

の中心)の石エヘ奉公ヘ出る -17988uildyas付近のセバ-ン川に突ける いて議会委貝会の報告書カf出された.同時にア

奉公の終了後.扱人となる BridgnorthとBeTdlcy横を投打建築する イルランド人の大蔵大臣事務所が廃止され､

L8ngTy)1p時代にNattheyDavidsor)と出会う 不明 いangollenのVale掃を架ける JohnFosterカく退托したため､計膏中止

この時代に多くのイギリス文字に出れる pontCysyllte水持括工事の再掲と同じ頃に､
yhitehousesトンネルとChirkトンネルとChirk水路

夏､Gotha運河のエ事で5.000人&'飽く
1779 石工見習い終了 lⅠ田 カレドニアン運河建設において､MattheyDayidson

l780 EskdaleをKれる.その後12カ月同E:dinburghで 清の工事が始まる によりClachTt8harryの大同門完成

過ごす(滞在内容不明) bd 6/l7Chirk水路拝の笹石カー入れられる
イギリス漁業学会からPJrkerセメントの実*を行う

1813 スウェーデンヘの2回目の荘航
l78l 年末､Crooksのコテ-ijに戻る 1814 メナイ架橋間ZEが一時中断している間に､Ftuncorn
178Z 1′-L○ndor)ヘ出る ことと.港の突塊と防汝境の水面下におけるParkcr のマ-ジ-川の東棟計育のJI同を努める

2/l2Lango11にいる友人AndT.yeTLittleヘ セメントの浪合性を報告することが依頼される 1815 本年汲tのHolyhead逆持軍FI会がテルフォ-7{ヘロ

手紙を出す lEヨ --l8O3ロンドン.ドックの改tFとロンドン拝の突菅 ンドンからhlyhead迄の全ルートの詳細なtq杢依蝶

Londonで当時の有名な建築家RobertAdaILとSir えのtR同を芳める 9/-tlolyhcad連件の評査を3人で行う
Yl11iaI[Ch4bersに招介される peakforesttraATayの訪同により鉄道建設の接戦 Gotha運河尭成の遅れについて批判と反対が出たた
SirTilli一LCbalrbcrsに7Eわれる

サマーセット州の安の新築に勤務

が始まる一 め､yonPJatenは政府が承托するように折えた
1798 冬､8evdley措完成 1816 1D/-GlasgoTからYillia7Littleヘ手紙を出す

l783 7/-AndreyLittleヘ手紙を出す (YorccStershireのSeyern)rlに架かる) (この年に研妻の為に移動したルートを告げる)

Eskdateのーesterhall(地名)で約108の改良を行う l7g9 2/26LittleヘSalopianコ-ヒ⊥.ハウスから手紙 12/束､ロンドンヘ戻る

･-l784の冬期.Sudbor○ughの牧師鋸の仕事に従事
を出す l817 3/-Holyhead連絡工事が､一番危険なLlangollcn

(Ports…thD○ckyard付近) -1&02Liyerpoolの薪上水計育の瀬rE]を努める の西部から開始,7hncorn横を東棟する計酎ま
放兼される､これまでの道路建築に19,400ポ1784 7′23^ndreTt.ittleヘ手紙を出す(発信先, t80〔l Severn川航行の改修エ事のtR同と芳める

ports)outhDock)Ports1○tlthでの仕事が､ ロンドン括設計 ンFを費やす

この冬で括ることを連絡､その他 アイルランド内陸水持交通制御委貝会の技純毛とな 5/-テルフォードはGlsgoyにいるJaleSTho)sonヘ

l786 年末.Shre▼sbury城の改修t=従事 る見通しをLittreヘ手紙で告げるが､実現せず 手紙を出す(内容:Notala運河くGotha運河内〉

5ー6の城の改修計育を行う 1801 7′之7NicholasVarlSitt一rt(政柄の高官)からの手紙 のための鉄製連所の選択の監督依規)
HighStrcetofSJl○pの一部の渦tと設計を を受け取る.(内容:Highー一ndコミュニケ- vonPlatenはスウェーデンtE会からGotha運河につ
行う シFン同類についての調査と報告を行う) いての批判を受ける
ある通りの街区設計を行う 9/-政府の訴杢団が封書.しかし､テルフォード 1818 1′2CheapsideのKing■sHeadTavernヘ若い技術者

個人的なCountryハウスを投計 は執自にHighl4ndの視蕪を開始 を招待した
1丁87 Shropshireヘ行く 1l/18Highlandの祝崇からShreTSburyヘ帰る Holyhead道路葬具会でメナイ海峡での架倖カ<必要と

1/末.Shreysburyから^ndreyLittleヘ手紙を出す カレドニアン運河建設の為､第1回目の調査を行う され､テルフォードヘ計商することが委書された

Yroxeterにて開削を行う Chirk水路棟完成 この時は,Pig島の釣構の設計を珠美した
UriconiuT[のRoAanCityにて開削を行う 1802 カレドニアン運河建設の為,弟2回目の調査を GrateleyeoftheFensの排水の改修計膏カてit定

,i<-ツマス造船所完成
Yillia一Jessopと共に行う 181g 9/16カレドニアン運7f'1同門工事の視累のために

SしChad's教会の雨漏りの改修のための事前調査を ロンドンからLLttleヘ手紙を書く(HighJandコミユ FortAugustusに到‡

行う ニケ-ションについての.t見を述べる) この頃.テルフォー7<はカレドニアン運河がlB20年
1788 ‡前､t)riconiuIのRolanCityの開削輯了 6/16tコンドンからLittleヘの手斌で.テルフォー 末から1821年初め迄に開適することを希望していた

BridgnorthのHighToynでSt.MaryNagdalene教会 Fの報告が牧村に.*%められ.本年中にスコツ 秩.Gotha運河会社のためにflaヱledine&Tho暮SOn
を設計 トラン7{の網査を行うことを伝える 工場で1姐の鉄製同門が鏡遺される

ーb】ybead道蹄委員会はメナイ柿の架耗を開始するl789 冬､EskdaJeにいる母と血dryuLittleヘ稼ぎの一部 18D3 スコットランドの連枝粥至について2回目の相告

を送金し始める 環出

7′一枚肘は.テルフォードの報告により､2つの

年末､メナイ架倍工事に労曲者2DO人の船5生参加
l790

-,-1792Montford近くの小さな村付近のdenoyoで
1820 1/25Yi11ialProyinsがlTIStitutionofCivil

最初の築橋(Montford績､HoⅠihead道粍を 委月余を設置することを決定(カレドニアン運 Engineersの初ft会長をテルフォードに努めて
七パーン川上を渡らせるもの) 河と.Higb】andの道持と構についてのもの) t>らうぺきであることをこの日の会合で埋菓

-1796Shropshireで40以上の道路梼建築 Highland計画で稔延長g20マイルの新道と稔延長280 3/2l同学会の新事務所が同役
1792 建策と芸術を他覚するた〆)に旅行に出る マイルの半事用連柁.1,000以上の新橋が連投さ九 5/-テルフォードは､会長就任を了解する

まず_Bathに向かい､続いてLondenヘ向かう た.テルフォードは.Loylandsでの新道184マイ/レ -1830テルフォ-ド指示で多数の道路網査カー行われ
(Hounslo▼tle8thで下向) の建設と､いくつかの著名な棟梁連投の監fを行う たが.実現せす

El的:公的建築物の祝蕪､大英博物賠の蔵書を読む GrandUnionC8na)がNaseb).Yoldの頂上を越える l82l 5′初旬､メナイ構の橋Plが60フィートに達した捷

AntiquarianSocietyのE司書を枕t1 部分を計育実捷 を吊る塔と鉄を使用する作業の詳細を投書†

Oxfordヘ向かう(大字を桝重し､Christchurchの l8O4 1′29運河会社によるい8ngOllen谷を丑る運河建設 Stockton&Darlington鉄道が抜定される
国書館の一会育コレクションを見る) が皇室から裁可さ九る 1822 初年,Gotha運河建設の進捗が遅いたd>にテルフオ

Berlingba)にいるESingtonを‡方同 カレドニアン運河建設†の見7*を474.8DOポンドと
-ドはvonP18tenにイギリスまで会いに来る

(テルフォードがMadelcyの牧舎の悪の製作を依類 する､同年､工事開始 ようにtbめた

したステンT<グラス稚人) 1805 6/-8oultonとY8ttに冗てた手紙でGilbert& 1′-GrandJuncti○n会社がテルフォ-Fから1美助
Shrcysburyに戻る Yorthingtonポ-トを痛烈に批判しf.: してくれるよう依放する

--1795Madeleyで8角形の小牧会を設計､捷改する ll/26PontCysylltc水指横河通式 3′一字会が苑環して兼たことについてvonPⅠatcn
lEヨ 9′末､エルスメヤ-5t河合ttの技W1者､建築軍 rlearhfietdにいるJatesyattヘChesterから手鑑を ヘ感謝の手紙を出す

としての揺代哩人となる 書く (1824年7月､1827年1/22Elにも)
9/23上妃会社の垂月余の例会で捻監督L=正式出席 テルフォ-ドの名声が最高滞となつた 3/-JobJIRennieの死亡と会長になつた重荷につい
9/29揺監甘就任をLittleヘ手紙で知らせる

-1806スコ.7トランドでテルフォードは初めて倍を て書いた手紙をyonPlatenヘ出す
17g4 1′-PontCysyllte水持棒の最初の計高がエルスメ 勇引ナる(KirkcudbrightにおけるTongueland 3/-トレント-マ-i}イ運河におけるヘアカツス

ヤーでの桂官委員会で捷某さ九る でDec川を渡るt,の) ル.トンネルの実行可能を運河会社ヘ報告
(Yillia■Turnerヒよる設計) 1806 Glasgoyの新上水計画の取同を方d)る 4/-Gotha運河会社のための弟2回目の建穀材料が

1/末日､この日の委員会でPontCysyl】te水指悟計 テルフォ-ドの新しい運河事務所がElesJtereに完成 イギリスから送り出される

商の内容を批判 18r18 5′末C)achah8rryを訪問時にEdinburghにてスウエ 10/23-24カレドニアン運河を最初の船が航行する
2/-エルスメヤー運河建設の為の監査人として

-デンEP王Gustavadolfから北港とバlレトi毎 l1′初旬.FortAugustusにいるTbobaSRhodcsから

MattheーDavidsonの選定を得る を括ぷ運河連投が依耕される の手紙で､カレドニアン運河の鉄を使用する

3/-エルスメヤー運河連投の最初の細見､ 6/2スウェーデンの運河建設依銀に応じる 作業がほとんt'終了したことを知る
NethepoolとChesterの間のMersey川とDee川を 7/282人の助手と共にスウェーデンヘ出発 Stratford&Moreton鉄道から鉄道建設カく依頼され
括ぶ地点とLlanyLyneChプランナの開削 8/8スウェーデンの運河技師vonPlatenに会う る

3/-エルスメヤ-運河において鉄製PontCysyー1te Llango11en谷を登る運河完成 Lanark付近でCartlandCrags石橋が完成
水指括を設計 Bangorとt)or)aghadeeで薄汚改怯についての計商確実 l823 7/7yonPlatenヘの手紙でG)oucestcr&8erkeley

3/-ロンドンにいるYi1】ia'RLJesSopヘ出向き. 18CIg 10/一事帯所てあるJohnDuncoTbeの完成が葺いこと 運河が承托さ九ないことヘの不沸を述べる

PontCysyllte水路括設計の…空可を得る についての不満をRicklanヘ手紙で伝える 7′-メナイ括の設計について報告する､(内容:梧
3′末日､Jessopの認可により､この日の蚕月食で スウェーデン語に頼訳さ九fL:Gotha運河についての 構Blは道粍より高くすること)､塔の建設が

テルフォーf<のPontCysytlte水持括の設計が テルフォ-ドの報告書が､スウェーデン国会に推出 開始さ九鉄を使用する作業も行われる
承托される される.この計育の財政を負担することを決定 この頃,Conーay川を渡るチェスタ一道持設計が進tT

5/-PontCysyllte水指括を建設開始 スウェーデンで棄血革命が起き､Gustavhdotf匡l王
I

Angleseyの谷の村の古道粍を改修した新道持が開通
軟､Eskdaleの母に会いに行く(これが長期となる) が退位

1820年建設認可の3つの鉄製アーチ橋で発起人と娃
ll/-翌年3/の聞から､Sbreysbury運河の建設に

技師として関与するようになる
(Yi)1iazICⅠoーeS技師の死去による採用)

1Z/-エルスメヤー運河における垂直運河リフトの

設置場所の選定が依頼される

築家との折合いがつかず､テルフォード.呼出される
Ellslere運河工事開始

Gotha;‡河におけるVattern湖ヘの西鞄捜の建設で再
ぴ大きな国難が生じる

(作成:知野表明)
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国土木学会の前身となるのであるが

学会として正式に発足するには法的

認可が必要であった｡そこで､学会

の活動方針を決定し正式に発足する

ためにも当時の土木界で最も名声の

あったテルフォードの協力がどうし

ても必要であった｡彼は学会の発足

に熱心に取り組んだ.テルフォード

は､自分の蔵書の多くをこの会に提

供し､現在の英国土木学会テルフォ

ード図書館の基礎を築いたo

1820年に､テルフォードは学会の

会長となることの依頼を了解した｡

彼は､学会長として会の運営の活性

化を図るために議事録を敏速に収録

するシステムを開発して会員に配達

し､刺激を高めると共に意見を積極

的に徴収することを行った').

テルフォードを会長とした熱心な

学会活動の結果､ 1828年に法的設立

認可を得､英国土木学会として正式

に発足した｡このように､テルフォ

ードは学会活動と同時進行で土木の

分野で活躍したのであった｡

しかし､テルフォードは1833年頃

から病気がちとなり､ 1834年9月2日

に77歳で他界した｡

(2)テルフォードによる土木事業

年表-2 トーマス.テルフォード年表(1824-1835年) 〔凡例:年表11と同様〕
ヽ 午 I

不明 Highland薄汚改渉にかかる(こ九までに行つた薄汚
薄靖改捗地..AyerJeen.hndee.Pcterheld.Ban†f,
fra王erburれFortr○se,Cullen.KirkTa11など)

1824 1/-テルフォードの助手H.A.PallLerをDarlingt○n

ヘ漁iLする(St○ckton&Darlirtgton鉄道の作
業､Stcphenson'sHettonCo11iery鉄道など
を視兼し報告すること､また､そこで着*し
ている蒸気社印車の運転を研究するため)

7′丁Harec8StleMil)での引き船遭エ事が良好ヒ3&

んだことをLongportでの日記に記載
トレント.マ-ジ-運河垂jI全会長のCaldrcl)がテ

ルフォー7<に手紙を出し､鉄道の計育により内建水
運が衰退するかを阿<
鉄道安iBより運河交適が4t努であるため､新たなト

ンネルを建設するための入札を行うことをCAldTeⅠ1
がテルフォードヘ説明する
本年迄､HighⅠ8nd遭持エ事は吹きさらしの荒地や湖

の波しぶきの中で何ig屈も茂くことがあつfi:
救脚加ighⅠ&ndでの新教会(32戸)と斬牧師結(40戸)
の建設決定.このための委員会を投3[､テルフォー
ドヘこの設計を垂*(建築仕事の最後)
バーミンガム運河会社に雇わ九る

StlKathareineトyタ会社iI,'抵成される

(五年7月､浦舟開始)
不明 CarlisleとPatrick同の道路改称に3固以上の桝壬

を行い､その重要性を主張(生存中に実行されず)
1825 本年.マックレス.フィールド運河和姓調査

2/21Harecastle耶=lのトンネルエ事河始

(1826年ll/25日終了)
3/一拍文発表"ObscryationsonRailyayJTith

LocoI○tiyehigh-pressuresteaLengincs

春､メナイ括についての全ての石エ作美が完了,
地下のアンカ-ヘのチェーンの叔付け特了

4/-メナイ架拝工事監督のために8書ngOrヘ判f
4/26朝,メナイ横の点初のチエ-ンの架設を決定
7′21マックレス一フィールド運河耗捜飼主の予dt

的稚善書作成(l2/1JL耗報告書完成)
この年の調査でメナイ淋嘆を横断する粍枚を選定
しかし.道粍葬具会Iiこの選定に持持した
Gotha運河西路牡のlOOマイルが再iL

1826 1′31メナイ輯同iL
2/7-l9強風でメナイ拝が通行不可能となる
5′-St.KathreiTleトt/ク会社の技師となり作業現

堵が圭現される
5/-Bir■in&hat&Liyerp○o1嬢横道河合牡カく親兼
7/1コンウェイ横河通
7/-NeTPortにあるLionホテルで開か九た

8irl-ingba■&Liycrpoo1嬢境運河会社の会合
に出席(運河を3つの部分に分けて請負夷杓
を行うことに同‡するため)

ll/25ヘアカツスル.トンネルのJt扶の煉瓦b.'設3E
される(豊年4/30このトンネル粍捷河i&)

12/2ロンドンで行われたBirILinghatILlyerpoo1

捷続3Z河会社の会合で第1鮮分をJ○hTifson
が持久うことが決定(1827年1月工事開始)

Ulster;‡河会社の技縛瀬何になり､7-イルランド内

陸水連に休bる(この時のみ何与)

次にテルフォードが近代土木技術の進歩にどの様

な功績を残したかを見ていく事にする｡テルフォー

ドの詳細な動きは年表を参照していただきたい｡

(9道路と橋梁建設における功境

テルフォードの土木分野との最初の関わりは､前

述のように道路橋の建設であったo

1800年代に入るとテルフォードはスコットランド

やイングランドにおける道路計画を手がけた｡中で

も大きな計画が､スコットランドのハイランドにお

ける道路計画と､ロンドンから北ウェールズにある

ホリヘッドを結ぷ道路計画であった｡

これらの計画の中でテルフォードは､大小の石と

砂利を使い分ける新式の舗装技術を編み出した｡テ

ルフォード工法と呼ばれたこの工法は,マカグム

()ohm L. Mcadam.

1756--1836)に

よって改良きれ､

マカグム舗装と

ト･マ-i7一運河会社へ下りる
4 /-GIDUCCSter A Berkeley差河開通
7/-Nene Outfallの工事の視某を行う
8/27新旧輪送出とロンドンーChepstoy間の馬車郵

便に乗気船が導入さ九る
王､新Nacc)esficld運河の全港枚lこついて2つの

詳細な視某を行う
乗EF土木字会に法的設立提可が下りる､また.事務

所をGreat George Streetに#転
テルフォードはBirJingba■ ▲ Liyer叩Ol操捷運河の
第3部分の計育の完成を報告

10/-テルフォードが穀計した2つのトyタが完成
ll/-Stoncで何かれたトレント･マ-i}一特Br]委月

会で運河用のKnipers )ey貯水池建設からテル

フォードとPotterが外さ九る

建設のために1iverpcolにflL書
5 /-8irtinghaJI A Liyerpool津扶運河の弟2の部

分はYillia上Provisによる甜負が決定
Harecastleの新トンネルを視察
G･ H･ 8uc也.'鉄道について考蕪し､運河捷苦者の見;点
しが明るいことをテルフォードに報告

運河第三区間のChurcb E&ton清からAutherley
何の抗の捜引きが操り､図面と明細書カ,'作ら
れたことを報告(同年.エ事同軸)

Fenにおいて甘eT Horthe LeyeI Drainのエ事帝始
(1834完成)

学会が里固なものとなる
1t)/一鉄道に Birtinngh8■へ

12/-Dcan右横完成(テルフォー
7/-この頃､テルフォー ドは8irLingh81 良

Liyerpool捷挽運河完成の干満が立たなかった
9/26Gotha茸河全地雨述(連投に22年間を要した)

エi}ンバラの北の逆持11マイルの改良とk)rpethに

Shcl■oreの地滑り同席のためと果急会合がテ
ルフォード宅で行もれる(炊が柄気のため)

7/-1illsoni土､ 8irtinEhaL I Liyerp叩1授挽運河
建設で､ Belyide貯水池を除いた訴3区間の
工事を特丁

秋以降.テルフォード､病気再発
Broc*ielH構のエ事開始 (完成1836年1月)
9/2テルフォード

3/28irtinghaJ I I.iyerp∝lI

(テルフォード没から､ち1う ど6カ月妓)

において)

テルフォー7{が､スコットランド道指針育で無けた
書名な右横

1807-9 8a11ater梼, I)ec川､Iberdeenshire
1811-12 Bon8r拝､ Dornoch Firth､ Sutherland
1806-9 Conon構､ Coれon)rl. RossとCro.arty

1812-15 CrJige11tchie練､ Spcy川､ 8an†1shirc

1806-8 Dunkeld棟､ TayJIL Perthshire

1814-17 F-irness括､ Findhorn川､ Nairen

181ト12日el)sd41e括､ Hel■sdale川､Sutherland
181ト14 Lovant括､ Be8uly川. Inyerness

1811-14 Potarch括. DeeJIL Averdeenshire

1805-7 Tick情､ Tater of Tick. Caithnes

イングランドとウェールズで27の東軍な道路熊を連投
セパーン川に架けられた代表的な逆相棒:

1823-6年Nythe横. Te▼keybury

1825年 hise恥re水持を横断するfE. Gloucestcr

18Z7年 Iblt Flecr括､ a)bersley附近

して19世紀末にはイギリスの舗装の90%を占めた.) ｡

この舗装工法は､前述のお雇外国人技師プラントン

によって日本へも伝えられ､横浜の道路舗装に用い

られた(1870年代の施工)
B)o

テルフォードの道路建設は､同時に道路橋の建設

を必要とするものであった｡ 1779年にはイギリスで

世界最初の鉄の橋､アイアン･ブリッジがセバーン

川のコールブルックデールにて架けられていた｡こ

の橋は鋳鉄製であった｡テルフォードがこの後に建

設した道路橋の多くは石橋であったが,鋳鉄橋や錬

鉄橋も積極的に建設した｡

中でも有名で大規模なものが､ロンドンとホリへ
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ッドを結ぶ道路建設において建設された錬鉄吊橋･

メナイ橋と､コンウェイにおける錬鉄道路橋･コン

ウェイ橋である(図- 1参照､両橋とも橋台は石造) 0

テルフォードは､鋳鉄橋より強度の高い錬鉄橋の建

設の導入も推進した｡このために彼は錬鉄の強度実

験を行っている○)0

②運河建設における功績

イギリスでは1760年噴から運河建設が始まった｡

その30年後にテルフォードが､運河建設に関与する

ようになる｡

その最初が､エルスメヤー運河建設であった(年

義-1の1793年参照)
｡この工事において､テルフ

ォードは一部の間門について､鉄製の間門扉や鉄製

の間室を採用した｡これまでの間門は木製であり､

間室は石か煉瓦で造られていた｡この運河は14フィ

ート(約4･2m)船腹の航行を可能にするよう設計さ

れたoまた,この運河において世界初の鉄製水路橋

を造った｡その中で特に有名なのが1805年完成のボ

ンテイ･カスリッテ水路橋である｡テルフォードは､

鉄橋技術を改良して運河水路への応用を達成したの

であった｡

テルフォードの運河建設で最大の工事がカレドニ

アン運河である｡この運河はスコットランド北部を

桟断して北海と大西洋を結ぶものであり(図- 1参

顔)
､海を航行する船舶や軍艦を通過させることを

目的としていた｡この路線には､湾や入江､そして

ネス湖を初めとする幾つかの湖が利用された｡この

ため､各運河路の高低差を克服するために多数の間

門が建設された｡開門の規模は､長さ51-54m､幅12m

であり､イギリスでは以前に造られたことのない大

間門であった｡また､この運河建設のための排水に

は3台の蒸気エンジンが使用され､各36馬力､ ZO馬

力､ 6馬力の計62馬力でポンプ作業が行われた｡

この大運河建設は外国の目にも留まり､スウェー

デンのGOTHA運河の建設がテルフォードに依頼され

た｡彼はこの依頼を承諾し, 2回ほどスウェーデン

へ渡り､事前調査と工事の進捗状況を確認している｡

しかし､直接工事を指導することはなかった｡

GOTHA運河でもテルフォードは鉄製間門を使用し

たoこの鉄製間門はイギリスで製作されスウェーデ

ンへ運ばれた｡

この他にテルフォードが関連した有名な運河建設

にバーミンガム-リバプール接続運河がある｡この

運河も内陸航行が目的であり､その境模はエルスメ

ヤー運河と変わらない｡

これらの運河以外でも彼は1760年頃から建設され

た運河の改修や､小区間の新路線も建設している丁'｡

③その他の分野における功続

テルフォードは､前述の分野以外に港湾､鉄道に

も関与している｡鉄道については不明な点が多く､

その事績は今後の研究課題である｡

また､テルフォードは､ロンドンからの道路建設

の末端地でもあるホリヘッド港やスコットランドに

おける数々の港の改修を手がけた(改修した港の-一

例として年表-2の最初の不明年事項を参照)
｡こ

の港湾改修のために､テルフォードは､前述のよう

に､パーカー･セメントの利用について研究したの

であったo

以上が､テルフォードがイギリス近代土木技術の

発展に果たした事績である｡

3.テルフォード賞と､その授賞者にみる

近代木土技術の変遷

続いてテルフォード賞の歴代授賞論文から､イギ

リス近代土木技術の変遷の一端をかいまみるととも

に､テルフォード賞の意義を明らかにしておきたい｡

(1)テルフォード賞とは

英国土木学会では現在､多数の論文賞が用意され

ているoその多くに英国近代土木で活躍した人物名

が付されている｡その1つにテルフォード寛がある｡

テルフォードは､死の直前の1834年に英国土木学

会へ論文賞設置のための寄付金を滑った｡これによ

り､同学会の論文賞として最初で最も名誉のあるテ

ルフォード寛が､彼の死の翌年に設けられたoこの

賞は､学会への論文投稿を促し､その質を高める事

を目的としていた8'｡

テルフォード賞は､当初､テルフォードメダルと

名付けられ,ゴールド,シルバー,ブロンズの3種

類があった.また､ 1841年からは､その下位にテル

フォード･プレミアムが設けられた｡当初3種類あ

ったテルフォードメダルは1852-53年度から､テル

フォードメダルとのみ称するようになり､メダルの

種類分けがなくなった｡ 1901年からは､再びテルフ

ォード･ゴールドメダルと名が戻された｡シルバー
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メダルは, 1966-67年度のみ復活したが､ブロンズ

は現在まで復活していない｡このゴールドメダルの

贈呈は､途中､授賞者なしの年も含めながら1969-

70年度まで続けられたが､ 1971年からは再びテルフ

ォードメダルと改まり現在に至っている｡

メダルの受賞者の中にはテルフォード･プレミア

ムを同時に受賞したり､テルフォードメダル以外の

メダルを同時受賞している者も多い｡

(2)テルフォード箕授賞論文にみる

英国近代土木技術の変遷

本研究では､前述の経緯をたどるテルフォード賞

の授賞者とその論文題名のリストアップを行った｡

これは英国土木学会でも行われたことがないもので

ある｡この調査のために､同学会が1837年から現在

までに発行した論文雑誌が掲載する各年度の授賞著

名簿を収集した')｡入手できなかった授賞年につい

ては英国土木学会に問合せて､資料提供を受けた｡

この調査結果を表にまとめたが､膨大で掲載不可

能となったので要約して表-1に示す(真一1は本

論文末に掲載)
｡この要約では､論文題名と著者名

を記す事が不可能なので､これらについては､衰-

1末に記した出典を参照して頂きたい｡この裏では,

各論文が受賞した賞の種類の記載方法として､凡例

のような略記号を用いた｡また､受賞論文内容の分

野区分は､表- 1の論文内容の覧にある通り全27項

目とした｡賞創設の初期から論文が多く投稿された

分野は､表- 1の論文内容項目の中央から左側に集

め､比較的新しい土木分野は右側に集めた｡同様の

分野が少ない論文についてはrその他｣の項目を設

け､そこに吉己したo

調査の結果､ 1383編の受賞論文が明らかとなった

(ただし､一つの論文で複数の貫を受賞しても1編

と数えた.また､複数の論文によって一つの賞を受

賞した場合も1編と数えた) ｡なお､ 1g71年以降の

授賞者については､学会誌に一部の授賞者しか掲載

されておらず､その不明者について英国土木学会に

調査を依頼したが､同学会でも全授賞者の資料を発

見する事ができなかった｡よって､実際の総受賞論

文数は､本研究の調査よりも多少増えることになる

ことを断っておく｡

以下､テルフォード賞にみる､英国近代土木技術

の変遷について考察を行うことにする｡

①各土木分野における授賞論文数について

まず､表-1末に記したテルフォード賞の受賞論

文数について考察する｡各分野における受賞論文数

は, 100編以上､ 50編以上-100編未満､ 50編以下と

いうように3つの範囲に分けると比較しやすい｡

まず最も綜数が多いのは橋梁分野で135編ある｡

次が河川の126編､鉄道の119編､そして港湾の116

編と続く｡また､テルフォード其の設置当初から衛

生工学についての受賞論文も多く､106編となってい

る｡これにより､イギリスにおける上下水道への工

学的関心が19世紀初頭から高かったことが分かる｡

50以上100未満の受賞論文数を示すのは構造の73

編､土質力学の65編である｡

50編以下の受賞論文数の分野で受賞数が多いのは

電気の49編,コンクリートの48編､エンジンの42編､

道路の41編であるo ここで特徴的なことは､日本の

土木分野には見られない電気やエンジン分野の論文

と､ 38編の建築分野の論文の受賞があることである(】

この他に33編の鉄関連と水理学の分野が続く｡ま

た､テルフォ-ドの時代からイギリスで多用さオJtj=

運河についてほ29編の受賞論文数となっている｡運

河と鉄道の論文数の差go編には､イギリスの交通･

運輸手段の比重が鉄道に向けられたことを反映して

いると考えられる｡

②テルフォ-ド賞を授賞した著名な土木技術者

テルフォード貫の受賞者の中には､近代土木技術

の発展に大きな功績を残した人々も見い出すことが

できる｡そこで､本節では､これらの著名な英国の

土木技術者や科学者を取り上げ､彼らが生存中から

高く評価されていたことを記しておく川)0

その初めに､技師で発明家のサー･マーク･イサ

ンバード･プルネル(Sir Mar° tsambard Brunel)

がいる｡彼は､テムズ川における川底トンネルの建

設について1838年にテルフォード･ゴ-ルド･メダ

ルを受賞した｡彼は世界で最初に水底トンネルを建

設した人物である｡

SESS10N(会期の意味) 1948には､土圧論で有名な

ウイリアム･ジョン･マコーン･ランキンが(Wil-

liam John Macquorn Rankine)がテルフォード･プ

レミアムを受賞している｡しかし､この時の受賞は

土庄論ではなく､嵐に対する海岸防護に関する報告

についてであった｡
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sESSION 1865-66(以下､ sESSION年のみ吉己す)には､

水理学における平均流速公式で有名なロバート･マ

ニング(Robert Manning)が,アイルランドでの洪

水の観察に関する論文でテルフォード･メダルを受

賞している｡

SESSION 1866-67には､サー･ジョージ･ビドル･

エアリー(Sir George Biddell Airy)が吊橋の利用

に関する論文でテルフォード･メダルを受賞した｡

彼は､数学､物理､天文､地球物理､応用力学など､

幅広い専門分野で宿曜した人物でもあったo

1879-80には､橋梁工学で有名なべンジャミン･ベ

ーカー(Benjamin Baker)が,梁に関する論文等で

テルフォード･メダルとテルフォード･プレミアム

を受賞しているoまた､彼は1880-81にも.水平土庄

に関する論文でテルフォード･プレミアムを受賞し

ている｡

1881-82には､河川工学と港湾工学で有名なレベン

ソン･フランシス･ヴ†-ノン-ハ-コート(Levenson

Francis †ernon-Harcourt)が､砂海岸における河口

と港に関する論文でテルフォード･プレミアムを受

賞している｡彼は､この後､テルフォード･メダル

とテルフォード･プレミアムの同時受賞を1回(1885

-86)､そして､テルフォード賞のみの受賞を5回

(1888-89, 1893-94, 1898-99, 1899-99, 1899-1900)

成し遂げた｡

1885-86には､流体力学のレイノルズ数で有名なオ

ズボーン･レイノルズ(osborne Reynolds)が図表

の表示における誤差理論についてテルフォード賞を

受賞している｡

1923-24には､流体力学における数学的理論で有名

なエルネスト･ホレース･ラム(Ernest Horace

Lamb)が仮想速度理論と､弾性構造物への､その応

用に関する論文で､テルフォード･ゴ-ルド･メダ

ルを受賞している｡

これらの受賞論文は,現代においても特に高く評

価されている彼らの理論を論じたものが少ないこと

が特徴的である｡また､彼ら8人の内､ 3人はテル

フォード･メダルを受賞することができなかった｡

その他､著名な人物でもテルフォード賞の受賞者リ

ストには登場していない人々もいる｡このように､

近代土木技術の変遷に名を残した著名な彼らでも､

テルフォード･メダルの受賞はたやすいものではな

かったことが伺える｡

③テルフォード賞授賞論文頻名にみる

近代土木技術変遷

次に､論文名から土木技術の変遷を概観すること

にしよう｡

まず最初に注目される論文がSESSION 1849の液体

炭素による照明である｡

そして､翌年のSESS10N 184g-50 (以下､ SESSION

年のみ記す)では､地盤沈下の論文と､パナマ運河

の論文がテルフォード賞を受賞している｡パナマ運

河については1900101にも受賞論文があり､この運河

事業については英国土木学会も関心を寄せていたこ

とが分かる｡

1851-52には電信､蒸気発電､ボルトランド･セメ

ントに関する論文が受黄している｡

1866-67には水理学的内容の論文が受賞している｡

187ト75には､オランダにおける粗染の利用につ

いて紹介した論文が受賞している｡日本の河川改修

で粗菓が多用されるのと同じ時期に､イギリスにも

粗染が紹介されている点で興味深い｡

1876-77にはR.H.プラントンが"The Japan

Lighits."の論文によってテルフォード･プレミア

ムを受賞した｡明治初頭の日本の燈台建築で活躍し

たプラントンについて､最近,土木史研究委貞会が

事績調査を行っている11).この調査によって､プ

ラントンは英国土木学会からテルフォード賞を受賞

したことが明らかとなった｡しかし､本研究の結果､

プラントンが受賞したのはテルフォード･プレミア

ムであることが分かったo彼の論文は,英国土木学

会から最高の賞を受けるまでには評価されなかった

のである｡プラントンは,1880-81においてもパラフ

ィン生産に関する論文でテルフォード･プレミアム

を受賞している｡

プラントンが燈台に関する論文で受賞した翌年の

1879-80には､電気式燈台に関する論文が受賞した｡

1g78-79には､アスファルトの利用についての論

文が受賞している｡

1880181には,前述のベーカーによる水平土庄に関

する論文が受賞し､1882-83には水圧に関する論文が

受賞した｡この頃から技術的というより､工学的な

論文が受賞し始める｡

1882-83には産業革命以来の蒸気機関への鉄鋼の
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利用の論文が受美している｡

188ト85には電気照明の論文が受賞する.また､

1885-86には電力機械についての論文が受賞する｡

1886-87には印刷機械についての論文と,スコッ

トランドにおける漁業技術に関する論文がテルフォ

ード･プレミアムを受賞している.このように､英

国土木学会では､土木技術とは離れた内容の論文も

授賞の対象とされている｡また,この年には汚据処

理に関する論文3本がテルフォード･プレミアムを

受賞している｡そして､汝諜についての論文も､こ

の年から受賞論文の中に現れた｡

1887-88にはマンガン利用や､測量技術について

の論文が受賞した｡また､この年から電気式鉄道に

関する論文が受賞し始め､その最初ほ路面電車につ

いてであった｡

1888-89には,汽船の論文や構造力学的な内容の

ものが受賞した｡また､この年にも土木技術とは少

し離れたタコメータについての論文が受賞した｡

1889-90には土質工学の論文でクイック･サンドが

扱われている｡

1890-91には､鉄道列車におけるライトについて

の論文が受賞した｡

189ト92には､汚水処理についてや鉱物関連の論文

が受賞した.また､計測機械や測定技術､そして圧

縮空気の分配などに関する論文が受賞した｡

1892-93には水力発電についての論文が受賞した｡

その翌年の1893-94には､日本人技術者･田辺朔郎

が"The Lake Biya-Xioto Canal.''と毒した論文で､

テルフォードメダルとプレミアムを受賞した｡これ

により琵琶湖疎水計画が､当時､海外からも評価を

受けていたことがわかる｡また,テルフォード賞を

受賞した日本人は,現在に至るまで田辺のみである｡

田辺は英国土木学会の準会員でもあった｡

この年から石油輸送についての論文が受賞し､石

油利用の存在を示唆している｡また､この年､鋼鉄

製ドックゲート設計の論文が受賞した｡

1894-95には魚雷艇破壊の軍事機械に関する論文

がテルフォード･プレミアムを受賞している｡イギ

リスの土木も軍事に無関係ではなかったようである｡

また､この年コンクリート橋についての論文が受

賞した｡セメントについては185卜52に受賞してい

るが､その約45年後に橋梁の分野でセメント利用の

論文が見いだせるのである｡

1896-97には電気リフトやクレーンなど作業機械

についての論文が受賞した｡

1897-98にはロンドンの電気供給についての論文

が受賞した｡

1899-1900には鉄道の分野でも電気機器について

の論文が受賞するようになった｡

そして､ 1902193には電気電導率についての論文

までがテルフォ-ド･プレミアムを受賞した.

1904-05には軍艦の造船についての論文が受賞し

たoこの年には鉄橋改修に関する論文も受賞してい

るo産業革命以来､可能となった鉄橋建設も1世紀

を径て､その改修を考える論文が受賞した｡

1906-07には電気送電についての論文が受賞するo

190ト08には地下鉄と港の拡張についての論文が

受賞する｡また潜水艦用ロックといった軍事土木に

関する論文が2本受賞している｡

1908-09にはガスエンジンについての論文が受賞

し､蒸気機関に代わる新機関が現れている｡同年に

はコンクリートダムに関する論文が受賞したo

1908-1909には河川と運河を結ぷポートリフト改

修の論文が受賞している｡ボートリフトとは､地形

の落差が大きな地点で隣接する河川と運河の舟運を

連絡させるため船舶用エレベーターである｡

1910-11年には-イウェイについての論文が受賞

する｡しかし､この-イウェイが高速道路を示すの

かは不明である(現在のイギリスでは､高速道路の

ことをモータウェイと呼んでいる) 0

1910-11には駅舎の改修についての論文が受賞し

ている｡イギリスの駅舎建築は土木の仕事のようで

あり､ 1849-50には駅舎建築の最初の論文がテルフ

ォード･シルバーメダルを受賞しているo

また､この年には鉄筋コンクリートについての論

文が受賞している｡

1g12-13にはダムでの鉄鋼作業の論文が受賞した｡

1g14-15には粘土基礎に関する論文が受賞した｡

1918-19にはイギリスとアメT)カにおける電気溶

接技術の変遷を述べる論文が受賞した｡

1919-20には擁壁に関する論文が受賞したo

1920-21には飛行船に関する論文が受賞した.

1921-22にほ鉄道の貨物列車用の真空ブレーキの

適用についての論文が受賞している｡これも､日本
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では土木の分野というよりも､機械の分野の範鋳で

あろう｡しかし､イギリスの土木技術者は鉄道の誕

生から蒸気機関や機関車などの列車についても関与

してきたと見受けられる｡

1923-24には空港建設についての論文が受賞し始

める｡しかし､この頃は,空港のことをFlying-

Stationsと呼んでいたようである.ただ､ 1944-45

の空港建設に関する論文ではAir Portと呼ばれるよ

うになっている｡

1926-27にはトラバース測量に関する論文が受賞｡

1g28-2gには電気変換器についての論文が受賞｡

1931-32にはトンネル-のセメントの応用の論文

が受賞した｡

1932-33には土質工学における耐震についての論

文が受賞した｡地震の少ないイギリスでも､この頃

から耐震に関する論文が受賞し始める｡また､この

年､構造力学と構造安定に関する論文が受賞する｡

また､分野は不明だが弾性に関する論文が受賞する｡

1933-34にはオーストラリアのシドニーにおける

港橋を設計した論文が受賞する｡プラントンや田辺

の例にもみられるように､テルフォード賞は海外や

移民先､植民地先での土木に関する論文にも数多く

授けられたのである｡

1936-37にはチェスクー-ホリヘッド道路の改修

と運河改修の論文が受賞する｡テルフォードが手掛

けたホリヘッド道路や運河も時代と共に改修された｡

1938-39にはコンクリートと鋼構造の合成を考察

した論文が受賞する｡また､この年､蒸気発電に関

する論文も受賞しているo

1939-40には掘削機械に関する論文が受賞した｡

1940-41には交通計画についての論文や海岸や河

川についての工学的論文が受賞した｡また､ PCコン

クリートについての論文が受賞したo 1954-55には､

PCコンクリート道路についての論文が受賞したo

1941-42には土質工学の英語名soil Mechanicsの

用語が受賞論文にみいだせる｡また､構造の分野に

おいても耐震に関する論文が受賞するようになった｡

この年､特に印象に残る論文は鉄道の戦災復旧に

関するものである｡イギリスでの戦争被害が土木の

分野にも及んだのであろう｡

1943-44には道路舗装と､防錆用の塗装に関する

論文が受賞した｡産業革命によって鉄橋造物を生み

出したイギリスの防錆対策の1つが示されている｡

1944-45にはコンクリート舗装が受賞した｡また､

この年､地すべりや積算についての論文が受賞した｡

また､翌1945-46には空港の滑走路用のコンクl)

-ト舗装についての論文が受賞している｡

1948-49には地質調査に関する論文が受賞したo

lg51-52には安全施工についてと,水質についての

論文が受賞した｡

1952-53には､プレキャスト･コンクリートと､地

盤安定に関する論文が受賞した｡

1953-54には将来の戦争時における技術者の職務

といった技術者論を述べる論文が受賞した｡

1955-56にはアーチダムに関する論文が受賞した｡

1956-57には汚水や排気ガスの処理問題について

の論文が受賞した｡

1957-58には発電所から出される灰を処理するこ

とについての論文が受賞した｡また､この年､東ア

フリカの都市計画問題についての論文が受賞した｡

1958-59には下水処理の論文が受賞した｡

1959-60には高速道路についてと,土木へのコンピ

ュータ利用についての論文が受賞した｡この頃から

コンピュータ利用に関する論文の受賞が増える｡

1960-61には､河川における魚類の保護について

の論文が受賞している｡

1962-63には発電による温水が与える影響につい

ての論文が受賞した｡

1965-66にはモデル解析と設計機械の試験につい

ての論文が受賞した｡

196ト68にはコンピュータによる弾塑性構造設計

に関する論文が受賞した｡また,翌年の1968-69には

RCコンクリートに関するコンピュータ設計について

の論文が受賞している｡

1g73にはトンネル掘削機械についての論文が受賞｡

1976-77には構造の分野における有限要素法解析

についての論文が受賞した｡

コンクリート橋の論文が受賞した1894年から100

年後の1985年には､コンクリ-卜橋の耐久性につい

ての論文が受賞した｡

1990年にはボルトランドセメントとフライアッシ

ュセメントの規約についてや､コンクリート内の鉄
筋の耐久性に関する論文が受賞した｡また､土木構

造物のための幾何学理論が受賞している｡
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以上が､イギリス土木技術の変遷を示唆するテル

フォード其の受賞論文であった.

4.終わりに

本研究の最後に､テルフォードの事績とテルフォ

ード賞についてまとめることにする｡

産業革命直後のイギリス近代土木技術の変遷にお

いて､テルフォードは運河への鉄材料の導入を果た

し､大運河建設を実現した.また､鉄製橋梁の建設

も積極的に行った｡

道路建設で､彼は新しい舗装工法を編み出した｡

この技術は､ 19世紀のイギリス道路舗装の主流とな

るマカグム舗装の基礎技術となった｡

また､テルフォードは､土木職人という低身分を

技術者としての地位に高めることにも努力した｡こ

のためにも英国土木学会の会長への就任を了承し､

学会の基礎固めに尽力した｡

そして､彼の意向に従ってテルフォード寛が設置

され､現在まで英国土木学会の最高の論文賞として

維持されてきた.その中でも最高の賞であるテルフ

i-ド･メダルは､英国土木技術者の中で特に高く

評価されている人々でさえ受賞できるとは限らない

ものであった｡

本研究では､このような経緯を持つテルフォード

賞の受賞論文から英国近代土木技術の変遷をかいま

みたo

その受賞論文の傾向としては､賞創設の初期には､

当時主流であった橋梁､河川､港湾､鉄道などの分

野の施工計画や施工報告が多かった｡また､上下水

道など衛生工学に関する論文も多く､欧米でのこの

分野に対する関心の古さが示されたoまた､産業革

命の推進役となった蒸気械関に関する論文が多いこ

とも英国土木の特徴であった｡ 19世紀末には土質工

学や水理学の分野で工学的な論文が現れ始めた｡当

初､その数は少なかったが､ 20世紀に入って構造や

河川､海岸などの分野も含めて工学的な論文が増え

てきた｡

1950年以降は水質や汚染問題などが現れる｡また､

1960年には､河川における生物保護の論文が現れた｡

最近の日本でも､河川での生態系保護が唱われてい

る｡しかし､イギリスでは今から30年前に土木技術

者自ら生態系保護という視点で技術論文が著される

段階にあったのである｡

また,この頃から英国でのコンピュータ解析の論

文が賞を受賞するようになった.

そして､ 1g76年には有限要素法の論文がテルフォ

ード･プレミアムを受賞した｡

このように､現在のイギリスでは日本と同じ様な

分野の研究が行われている｡

本研究の結果､この現代の研究対象へ至るまでの

英国産業革命以来の研究動向の推移が､おおよそ明

らかになった｡この調査結果は､今後､英国土木史

を知る上で,また､英国土木学会の論文検索を行う

上での一助と成り得ると思われる｡

終わりに当たり､本研究では-外国における技術

者の事績と､土木技術の変遷を羅列的に明らかにす

ることにのみ終始してしまった.しかし､このよう

な調査を､今後､全世界に広げることにより日本の

近代土木技術の位置付けが可能になると考える｡

【謝辞】本研究において英国土木学会の図書館長

Michael･Chrimes氏と司書caroI Arrovsmithの御協

力を得たことと､ Chrimes氏をご紹介くださった(秩)

NKKの五十畑弘氏に,心から感謝の意を表します.
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義- 1テJレフオード賞安井輸文の放と内容

凡例:
1.以下の表において､其の種規を次の記号で示す

テルフォード･ゴールドメタル-G

テルフォード･シルバーメダル=S

テルフォード･ブロンズメダル-B

テルフォーT<.メタ/レ =M

テ/レフオード17'レミアム -P

なお. 2つの貫を援某した場合は. &を用いて2貫を併記した.

2.同じ技其年において､井と論文内容の脚が等しい論文が複歎ある場合､
その重複論文本数を其の聯記号の恥こた字てを示した.
例:ゴールT<メタルの授賞で内容分類が等しい論文が2本ある-G2

3.拍文内容を.技式前の点如こ( )で追記した.
また.淑の拍文に対して1つの箕カⅦられた場合_

全ての袷文内容を()内に[ : 】の記号を用いて併配した.
こ0)牧舎.牧羊殆文のA初に配さ九た輸文の内容に従-I,て､貫の戟を蓑に記した･
ただし内容が同じ場合は､その持文救を内容の後に記しf.:.例:

(薄汚4)

1つの論文で姶文内容が搬に渡る鳩舎は､その内苓を( )内に【,〕で区切り併記した

至)本奏では-ルフォード昔授耳論文数とその内容を示している授賞論文の着毛には連名が多いため､技r着払ま輸文軌こ比べて非常に多いことにi主意されf=tヽ.
USES-

SIOⅣ年
または

捜其年月

丁

独文内容

港汚 橋染 トン

ネ/レ
河川 運河 油岸 鈍重 週粗 エン

ジン

i'<p!! 電億 屯気 秩
開運

鉱物
冊連

船舶 諾 監 警 樵造 士官
工学

水理
字 響

コ:/

クリ

-ト

叔L

./.

建築その他

l835

1837

Gくト■▼ク)

lS

S(不明)

G(ド▼ク)

S2

S(胎)

S(伺円)
S(轍)

1838
S

a

1839 a a(ダム)

n
S(蒸気)

m
S(下水)

B桝
S(室内設備)

S(不明)

1840 S B a a G(義気) S(物旺) l

1841 S(鉄道) a(ダム) S2(掛
I

S(貯水)
ら(貯水)

S(地質)

Ⅰ糾Z S

a
SAP(採炭)

S
SU､物史)

1糾3 B S(蒸気)
a()

a(上水a S(地下水汲上げ:
虻瓦作成)

S(兼行間違)

l844 S(燈台)

S(*4)
S

S2 S2 ⊆-=i S(轍) Sしヒ水) S(施工法)

S(運河と鉄道の

2拍文を王尺す)

1845

∩
S S

1846 P S2 S

P

S2(蒸気)

n
SZ( 投打) P(読 休力字)

1847
●′l.

S2 tつ P(蒸気)

m
S P(遥必) S(才甲月)

1848 Sl

P(fL'Yク)
S(.港) P(エ字) S P(下 水) S(

_∴t.し

n
184g P S S S P(蒸気)

P

P

1849-50 S S S2 S(舗装) S(地盤沈下)
lS(水圧)

S(建築材f1)
S(駅舎)

185ロー51 S(価

S

S(護岸) S(抜) SS(換気)
S(特許)

1851-52 S2 S2 S脚ーむ
ll

S(作秦艮械)
S(書十池器)

S(セメント)

1852-53 M2 M2㈲ S(蒸気発句
∩

M(上水)
M(禁

MM(木村の性官)

1853-54 帆

M(I

M(舗装)
M 帆(単位について)

l854-5-5
M M(捕造)

∩
M
M

M

1855-56 M什′ツタ) M M M M(柿色)

1856-57 MZ M(Ⅶ動)
M

l857-58 帆 M(採石法)

∩
M( 執タル) M(公共事英)

M()

l8S8-59

"M(r♭) ･,..T...ヨ

l859-6t] M l M(下水)
186t]-61 Mく利用法) M(ざ畦ケ-T仰

M(不明)

1861-62 M M2 M(埋立)

M(三菱岸】

186Z-S3 P M3P(

P(鉄道)

∩

耗勘 MP

P(電気才l1用)

Pl

(蒸気) P(公共串集)

1863-64 P(煙台)

∩
P(鉄道)

P P( i,i)"&P.
M(石炭蒸留) M

l864-65 M&P(ト■サク)

P(ト■サク)I
;JP.lこ

P lM&P P2 Map (排水) P(=ー訂月)

18S5-66 P2(鮎塾

n
P M&P M P(_上水) M&P(セ1/ト)

M(地克水)i P(.)

1866-67 Map(虚台)
Ml

P P P M&P

l867-68 M&P(鉄道)I)

PIM&P2

M&Pコ

m
M P(さ琉7

1868-6g P Map

pー
Map u

Map

P2l

M&P(カ一ス) MAP

P(煤

li
P(ーD

Map

186g10 M&P(煙台)

lt

P3

P

MAP(採掘)

ーP P( 琵ヨ
MAP(公共事業)

P(T37J1)

Ⅰ870-7l P(ト■γケ.鉄道)

P(ドガ)E
M&P

lPI. a
M&P2

∩

M&P(蒋鉱炉) P(排7k)

=)

P

1871-72 Map(鉄道)

n
M&P

∩
P(僻) M&P LJ

1M&P L.,r'ー.L.-Ii
1872-73 M&P■2

P

M&P

Pl

P(蒸気) P(&J-i)

l ip(工場脂媒介)
l873-74 M且P

P偲台)
Map

∩
Map

∩
P(仇械生産)
P(泥燃料鵬) i i

1874-75 P(護岸)

=)
MAP(現生産)

tl
M&P(上水)

IIP(
hdEy,)

M&PIP(セム)
Map(カース作業)

iP(租粂の利用)
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靭恥ES-

S10N年
またーま

授末年月

1875-7S

こ一●'1=

ネ/レ
/

ジン .‥!明
屯信 t気 A

河連
鍋
l可連

ぷ舶
藷 :二丁.警I髄

士官
工学

水理
芋

水文
辛

コン

クリ

-ト

池I
諾 建築その他

1876-77
P

P2 P(運河

リフト) P
P ス)

P

:-

P(汚水処可)

P(下水)

P
MAP(見送管)

P(見送菅)

P(数色好析)

l877-78

1878-79

雌台)

Ml習;

P

P

P2

P

P P(蒸気)

P(兼気)
P(*'q)

P l P(tfント) P(動力)

P(輔石採
P P(下水)

∩
P2(ど:〃●)

1879-80

:I

P(糊台)

plE(管
PP

P

Map (f*追) P

P( 貨裟)
P(放旋娃)

p(tw,しtk)

L始O-8l aM& P2

p1
MAP (物性)

P
MAP ;≡ MAP(抄ト)

P2(t1ント)
M&P僻勿)
P(b■スの持枕l

P(7刀7淋の利用)

18B1-82

P2(トワク)

lP

M&PP

[
P

p`Tp品鵬P.l■■I

P(力字) P(/～-ラフイン)

P(不明)

P(施較)
P2l

P(ト一▼ク)

P P2

P2(義気)

P(b-ス)

∩

P(石 :-

P(空冷鮒P(JI捕遠)

P棚l

P(工場jEiA)

P2(肘lDq ) P(石 M&P2Lt&)

pufTMp(l(JM
M&P 2

P(瀧)
P(蒸留)
P何コ明)1883-84

l884-85

■涌こ●

∩
P

P(水門)

i
MAP

M&P(石炭持

Map(触
P2(#)A

製)

lMIP
P(#

垂:...;

P

l885-86

∫
MAP

∩
P

P(電気)
P3l P(発 j一:.--..-:,J.-

P(領分札I
n

P P

1886-87

I
I.-:-.

p2f

P(i 安濃)

E]

P( 屯町

p(tJ,_7&p
(拙作)

Ⅶ¶
MAP(電気t&械)

p(戚)

P P(カ■棚
P(メ先玩)

P(不明)

1887-8&

P

P (鉄道)

MAP (■f吐用) M一
P p慧字数)I

P3(汚蜘

P(貯水)I

MAP(碓泡)

P(日甘l技箱)
P(建策技術)

888

MAP(蕗輔車)

TIP2

MAP(7:^ン利用ー P
MAP

P

P(珊蜘)

P(蒸気の広嗣)
;_;;;.

1889-90

P( 鉄道) P
ノil-....-ii=:初

P ふ P(7-ミ盤)

P2(
P(力字) P(茶気の応用)

P(h'九乃利用)

P(不明)､P伊コメーター)

P(燃焼肌支術)

189(卜91

MAP 什カ)

I"&p.2
P

P

P3

P P(桝 水) P(1生血)

P(I洩L)
P

1&9l-92 Map p&(児台) MAP

MAP(電力)
P

MAP(柵
鞘刑

P舶載)

l892-93 MAP

亡コ

I"&p.
I-i-

P(屯乾式)
∩

P-

M&P P

=け

P P(l 1羽織毒)P(力学)
P(汚水担勤
P3(上水)I

P P P(漉軸
P蜘

1893-94

P2

P(ト■

■コ

f㌍&p.
ケク)

Map

(

P2

MAP

電気式)

p(娼呈)(壬稲枝a

A)

p2(i)y"堤諺水)l■■∩

P(不明)

1894-95 MAP (ドガ)I

M&P伊■ム)

Ph1&P

P2

P(蒸気)
P(--

Pl
M&P

妻.i_..-t!ー..JJ

I

M&P(上水)

MAP(汚水煩)

P(上水)

P(石油輸送)

P(がス作美)

1895-96

PIP(Mr)十

P

∩
P Map(歯車)

MLt*)
P(軍事親械)

Ⅰ896-97 P P2 P P MAP

Map(尭気)

∩
M&P2(柳生)

∩
P(月何科)

n ㌍娃許)

1897-98 lf｢軍町
P(金it)
P(木村)

ーP(

-=;..-1i､一-,:..;.-.
M&P2(ガス生産

と利用)

MAP(不明)

19g8-9g MAP

MAP

f
(遜声Ⅰ)

P(タム)
P

P

P
P

) MAP(供給)

p(I_I,ち(㈹l■■n

P(下 水) P P(t1ンa P(兼気の性某)
P(カ桝LL.カ-A-イト-､

7t升ンについて)

1899-

p'p2f
P(エ〃 )I-ト棲)

P

MAP

MAP (+イフ-
･Ltyン E!珪㌢)f

fP2(秩

P

と~

･'三.垂.....

P(不明)

19肘 PI P
E]

PST p(焦熱,_h P(上水岨
Jl

P(さ`イラー).P(義気)
P(不明)1恥0-01

l弧l-02 P(ド

pp弓ふ)P(鉄道)

▼ク)P2

P
Map

p】
G

P(t1ント生産) MAP

P2(方■ス)

1郭2-03 P(鉄道) PZ Gl

P(#Sf)

n
P雌P

ーP(

G(水の剛毛 P㈲

P P(

P(乗気切取車)
P21l

P(性 I) P(金具の

物性)
G(貯水 ) P2(フロ明)

lgV3-04
毒.一≦ P P(持面電車) P P(下水)

n
P G(t犬′ト)

∩
P(気休力芋)
P(不明)

l恥4-05

1抑5-DS P2

P3

P

P P G

P(
G(上水)

P(力 a
P(強度) P2(不明)

G P

P(
G(金採掘)

∩ p触珊止k)
P

PP(釈)

Pよ●ンア
19]6-07 P(r

▼ク) G(採掘)
P(採泥)

P(上水)

()

1弧7-08 P2

P(ト■

P2

P

ワク)

P G(地

I

下鉄)
P2Lt* ) G(地†) P(軍事)

1Ⅶ8-09

l9]9-10

P P

P

P(コ:〟
Pl
G

′-トタム

∩
) P

P

G(カ

)I
ズー G(排水) P(蒸気タ-t:'ン)

P(不明)

P (Tp(rl-"r)!
P2 P2(水力発電)

rl
P(力字)

n
P(材料)

‖
】91(】-ll P

P (ト■〆) Gl
P

S品tpi;那 P(力学)

n
P(tメンr)

P脚T)-ト)
P(駅舎.橋)

一P(不明)
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畏芹SES-

STON*
または

授井年月

紀文内容
港湾 横無 トン

ネル
河川 並河 海岸 鉄道 道粘 エン

ジン

:,'与zt t信 t気 A
阿連

仇

耶Ⅰ連
船舶 土木

材料 宕 撃
補遺 土甘

エ字 ㌢ 響
コン

クリ

-ト

潤_I

諾 Eヨ その他

l911-l2 P2 P( 鉄連) P(--

P(

G(上水)

P(上水)

P3(排水)
料)P(力 )

1912-13

P4

P(ド

G(鉄道)

P(鉄道)

T))l

GP

P(>'LLで)

∩

‖ P(不明)

1913-l4 G P2 G(梯 P2 P(hJx) P(力学) P

l91一卜15 P

l冒o&p(.､
P2(鉄道)l

E2] P(電気式)

P(F

P ㈲ G( 基罷)

lgl5-16 P P P(
WplG

P(畑

P P2(排水)
P(下水)

∩

P(
_ふ!Tr

P(求-ニケ)

1916-17 P(y
P

A) P( 鉄鉱採石) P(i 女藻)

い耶ミ
lP(刀

P

チ)

1g17-18 G

P(rサク)

P( 鮎勤 P( G(上水)
G

P(コ1カ′)

P(カ■スエ項)

1918-19 P G G(水力兎屯
P(送電l

P G(力字) P(電気溶接)

l919-20 P4 G P P(カ■ス) P P休の村井) P

P( rらし

G2(脚)

P(他)
l92O-2l P G且p G且p

Pl
P2 P(コン叩-ト手書遣物) G(不明)

P(飛行船)
192l-22 P

冒(,,IN
G

P

G(水力発1V

∩
P(上水)

tP(力学)
1g22-23 P2 P(堪) G

P
P(上水)

∩
G P(i研)

1g23-24 G

P

P P(エ 辛)

l冒壬謂
冒((研p(

P

1924-Z5 P(卜

P
ケク) P(デ LL) G

-..童I

P P Gヒヒ木工事)

lg25-26

冒(r拐
∩

G P P(回路)

P(モーター)

∩

P(上水) P G(建設)

P(電気蒔控)

P(不明)

1g26-27 G(トウク) G P P(水力発電)
riiFl P(上水

-G
)

P P(和

192ト28 P
G(汚水処唖)P
P(汚水蛾)P(基瑳)
P(汚伽)

G

P鰍ー-ド)

P(*'P)

P2(不明)

1928-29 P G(楓

芸呈(よ逆
P

P(
P(水
P

u.t.,tJ P(価)
P(力学)

n

P P(i桝)

l929-30 P2
∴.■≡

P(鉄道)

p2[.

P3 P P 車)
P

P(水 二†.:..I P(刀 字)

1930-31 P
P
EEZ] P2(水力発句

∩
P(力学)

n
G3
P

P(コニ〃l)-ト純量)

Il
P(瀞妄)
P(不明)

193l-32 P2

P(r少)
G P (蒸気) P(匹ヨ

P(-

lG

G(力学)

P(力字)
越生)

P什､ 応用) P(不明)

1g32-33 G P(. 運河) P

妻tき.巨室.-;,±.
P PZ P(不明)

P(漁法)

l933-34

P(ド

G2

P4

P(

i>)I

P P( P(犠送同fE)

1934-35 P:I

E…(ム勤
P(停 ー｢) G(水力発qD

P2(水力発屯
P(充qE)l

P(刀 宇) P(プ帆■ラ)

P(不明)

193S-36

冒(rば2
P

P(■相追)

IP

P P槻エ〃')-=

柑■l
1g3S-37 P2 P P P P(加力莞甘

p[f
G(排水)
P2(排水)

lP2(

lp(鮎
力字)

リ P リnz] P(蒋按)

l937-38

l938-39

P2(ト

P■

ブタ)
P

P P P(カ LIJA) P2(発屯)

P2(水力充

∩
i)
∩

P(汚水供)P

prFr,(力転
P P(郵便土木)

P(不明)

(I.諺)

P

P(タ4)

P
P(水力発tp
P(亮気先ーむ

pしぶ2(㍗)
P P(.刑連)

ll
P(駅舎)

PP(土木書ヒD
l939-40 P P

P(iFEl
P(雌安定)
P3LL*)

P(汚水処理)

P(軍事)
P(不明)

194D-4l P

P(-)

∩
A

P2(工 辛) P価
P

､7I菌) P(

mp(Jぷ)
Pl

P(PC 二レナノート氾 P(不平月)

1g一ll-42 P P(エ

P(デ
+)
4)

P P2
P(上水)

P(P
P2(

,p…(良P(耐茸)
l■.ー■

P(コカt)-ト構造)
P(PCコ:例-ト捕遠)

I

P(軍事)

1942-43 P2 P P2
P(t}ント) P

P
P(火災対恥
pt捕)

1g43-44 P
P P

P()
∩

P(上水)

p(力ら∩

∩
P3(RC

P
エ〃リート

稽遠)
∩

又

i--.I;=
P(運輸).P(塗装)

1944-45 PP2

P(ト′カ)

lP(

P(エ 字) P(エ〃

P

IJ-ト餅ヨ慕)

p`irpufp滋準り.
P(コカリートの性賓)
P(向Cコb)-ト格造)

rIP P2

P(不明)
P(耽)
P(*'P)

19Ll5-46 P P(エ字)

P(Et)
P(エ字)

i
P2(ニッ列-ト舗装)

l■刑
P(他動

l■-
P(力学)

n
P P(.rP)

-109--



授賞SES-

SⅠ0〃年
または

概年月

絶文内写

薄汚 構梁 トン

ネル
河川 運河 海岸 鉄道 連持 エン

ジン

:I.I;;

EEl 電気 秩
死産

先物
関連

朋白 土木
材料 I;Ir,隻

構造 土井
エ字

水理
辛

水文
苧

コン

クリ

-ト

.iiこ.慧 建築 その他

l946-47 P P2 P P(エ 字)

P 昌弘_Iふ P (翫軌) P(排水)
P(上水)

1P(

P(

匠司
プ常

P P(∩Cコニケ′-ト捕造物a P(技術者論)

l947-48 P

P(yi)

P(エ芦)

P(エ 辛) P P P (上水) P(R Cコ)クリ-

P

ト捕造物
P

) P(不明)

l918-Jlg P(RC

x3-J-･一重.LI
P

P(力 字)

P(

P(Lクl)-トf1造Iな)

lー
P

P(設書十)

1g49-50 P2 P2 P
P P(溶接)

1950-51 P(､横)

P
P(加力莞電)

l■■n
P(水貿)

1P(刀 児
P P(RCコ:1叩-ト捕這)

P
P(安全施設)

1951-52 P G(>-LL)

P(工学)
P(水力発電)

l■■n
P(汚籾

n

∩ ∩

l952-53 P(>'L)

P(ダムトン捕

P

P(求 †) P( P(Pew)-トf1造)

P(7持切トLq)-I)

r■抗
l953-54 P(. -=.!=- P 隻) P(水力充qD P2 (上.水) P

P( &
P P(技術者托)

P(方ぴ紗
P(:甲明)

】954-55 P(ト′▼ク)

]P(鉄道)
P G(下水蜘)

P(排水)I
P P(FtM)-トf1連)

rim P

1955-5E; P(rカ)

P2
P(水力発電)

) p(幣2(追)
P

1956-57 G(エ字)

lP(

P

P( ヨ 冒(LtMhu
P(Pew)-Fー1遣) P(t棚

1957-58 PZ G(エ字)

∩
P(発電所) P(エ字)

P(埋立とざ )
P(rンケ)

P(術f-育)
l958-59 G P(デL)

P1

P(PC抑-I

P(エ字)l
｣

P
P(下 水処恥 u

P(埋二む

l95g-60 G(高速道持)

Pl
P(エ字)

I
P P(コン州-ト扶造言宕十)

P

P(コ沈●ユーゴ甲l用)

P(不明)
1960-6l P(.生物細

l
G

P
P(排水) P P

P(耶一再)

P(不明)
1961-62 P

P(r79)

P(タ~ム)

∩
P(舗装)

也
G(刑造】 P P(潜水と引矧1つ

P(不明)
1962-63 Gl

P2(エ苧)

P2(ガム)

P(苑 P P(不明)

1g63-64 P(堰)

P(水頼)

P2(工芋) P2㈲ P(水力発電)

1964-65 G

P

P(デ A) P(榊 処理)
P(力学)

P仏事析)

P P2

1965-66 G P(工学)

IP

P(Pew/-トの応拝l) P(皇妃十法)

l966-67
P(力学)

rP(基質) P(

G良S(j臣ココ十商)

封≡拡コカリ-ト建築)

1967-68 G(9'

I

A)
●-....-

P(力字)
1968-69 P G

P(振動) P(RCコシカ-卜捕造物ーLt`r先立言十)

1969-70 G(薄汚設計 P(>JLJ P P(PCコニケ/-トの強度)
1g丁1

M P援其論文不明
1972

P援耳論文司平月
l973 抱.-

P授長治文不明
l974

M(設き十.脇

P授柑文不明
1975-76 P G P(yJJ

P(染) P P授賞論文可コ明

lg76-77 P(Dy)-ト>-A) M(地下釣 P(有取要素藍辞折)

P(力芋)
P(瀧)

1g78
G(力学)

P3(力学)
P(潜水法)

LEI G∪二木) P授真治文才∃明
●il M(rサタ)

P授耳詩文不明
198l

M(>-A)

P(ダム)
P授賞…i文巧JIJ7

l982 M(基礎) P(エ〃')-ト強度) P授賞詩文可､明
BE] M(言f菌)

P授賞論文不明
lヨ M

P P3(不明)

lヨ M

P(エ4LJ-ト桔の耐久性)
P(力学)

lP
lEZ) M(9lLJ P P3(不りl)

l王EE] P I M(毅) P P2(不明)
lg88 P(エ芋)

l
PZ(力芋)

lP

M(+'n)

1g89 Pu二 字)

Mし甥(力J7_) P(コノダJ-ト捕;宣‡勿)

r■脈 P

LZEJ P(榔耐久性)

■-
P(力芋)

∩
P(ホ-加ゎrtJントと

万イみシュt1汁の規約)
G(不7jl)

P(規何字の応用)
lⅢl 摂箕きi文不明

内容別 四
絹
田 25 田 D lヨ D れ 4Z b

捕

5

E]
4g 3:I

捕
E] E) El

捕

27

E5I
1DS 73

日
65

絹

33

捕
B]

捕

48

捕

S

捕
E]
E)

38

捕

163絹,1971年以侍の
;白文合計 捕 捕 捕 捕 捕 捕 捕 捕 拷 Eー A 捕 不明授賞言Jh文含ます
i-iユL...-

■ー一

138絹〔1990年時点.1971年以降の不明旺■粍文は食まれていないことに監苦(内容のみ不明なt,瑚よ含まttている)〕
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